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は
』
日
７
月
３
『

 

日
念
記
防
消

全国一斉に春の火災予防運動が始まります
実施期間：３月１日(水)～３月７日(火)

　

和
昭
ら
か
治
明、
が』
防
消
『

23

約
の
で
ま
年

75

　

和
昭

23

、
は
防
消、
れ
さ
行
施
が
法
織
組
防
消
に
日
７
月
３
年

自
る
す
と
則
原
を
防
消
村
町
市、
し
立
独
離
分
ら
か
織
組
察
警

。
た
し
ま
し
生
誕
て
し
と
防
消
体
治

　

地
の
ら
自
「に
民
住
び
及
員
職
係
関
防
消、
て
し
念
記
を
れ
こ

と
こ
う
い
と」
る
守
ら
か
害
災
の
他
の
そ
災
火
で
手
の
ら
自
を
域

和
昭、
て
し
と
的
目
を
と
こ
る
め
深
を
識
認
と
解
理
の
へ

25

３
年

。
た
し
ま
れ
さ
定
制
に」
日
念
記
防
消
「が
日
７
月

　

が」
日
念
記
防
消
「の
こ、
は
間
週
動
運
防
予
災
火
国
全
の
春

、
で
ど
な
部
本
防
消
の
国
全、
れ
ら
け
設
に
う
よ
る
な
と
日
終
最

が
事
行
な
ま
ざ
ま
さ
ど
な
報
広
頭
街、
典
式
念
記、
練
訓
防
消

。
た
し
ま
り
な
に
う
よ
る
れ
わ
行

　

】
に
め
た
ぐ
防
を
災
火
【

に
全
安
く
し
正、
り
守
を
と
こ
の
次。
す
で
の
も
る
よ
に
具
器

　
　

　
　

　
　

成
平
◆

27

、
は
位
１
第
因
原
火
出
の
内
管
合
組
防
消
当
の
中
年

、
で』
い
疑
の
火
放、
火
放
『

28

。
す
ま
い
て
し
生
発
が
災
火
の
件

、
は』
い
疑
の
火
放、
火
放
『、
た
ま

19

因
原
火
出
て
し
続
連
年

　
　

。
い
な
か
置
を
の
も
い
す
や
え
燃
に
り
わ
ま
の
家
①

　
　

。
い
な
さ
出
を
み
ご
に
夜
前
の
日
収
回
み
ご
②

　
　

。
る
け
か
を
鍵
は
に
庫
車
や
置
物
③

　

、
元
の
火。
す
で
節
季
い
す
や
し
生
発
が
災
火、
し
燥
乾
が
気
空

お
を
力
協
ご
に
防
予
災
火、
し
意
注
分
十
は
に
い
扱
り
取
の
火

。
す
ま
し
い
願

　

さ
こ
起
を
災
火、
に
ず
れ
忘
を
心
用
の
火
が
り
と
ひ
人
一
民
住

課
防
予
局
防
消

　

４
４
７
０
‐
２
２
２
℡



火事・救急・救助は119番

　

着
到
が
車
急
救
ら
か
て
し
報
通
、
て
い
お
に
場
現
急
救

バ
（人
た
せ
合
居
に
ば
そ
の
者
病
傷
、
に
間
の
で
ま
る
す

。
す
ま
い

　

成
平
に
め
た
る

28
年
10

も
た
し
始
開
を
用
運
ら
か
日
１
月

。
す
で
の

　

イ
バ
、
た
ま

行
を
当
手
急
応

炎
肝
型
Ｂ
、
り

が
症
染
感
の
等

療
医
、
れ
わ
疑

を
査
検
で
関
機

、
は
合
場
た
け
受

一
の
用
費
の
そ

金
舞
見
お
を
部

し
渡
お
て
し
と

が
合
場
る
き
で

不
。
す
ま
り
あ

、
や
と
こ
な
安

合
い
問
お
で
ま
課
急
救
ら
た
し
ま
い
ざ
ご
が
点
な
明
不
ご

。
い
さ
下
せ
わ

　

、
に
め
た
ぐ
継
き
引
を
ン
ト
バ
の
命
、
へ
師
医
ら
か
隊
急

。
す
ま
き
い
て
め
努
に
及

課
急
救
局
防
消

　

２
℡

2

０
６
１
０
‐
２

　

る
え
燃
て
い
つ
が
火
に
服
る
い
て
着
、
は
と
火
着
衣
着

。
す
で
事
の
象
現

　

が
炎
の
ロ
ン
コ
ス
ガ
に
中
理
調
「、
は
に
例
事
な
主

袖
にク

ソ
ウ
ロ
て
し
と
う
よ
げ
下
を
物
え
供
お
の
壇
仏
「」
火
着

潜
に
中
の
活
生
常
日
、
り
あ
が
ど
な
」
火
着
に
袖
が
火
の

。
す
ま
え
言
と
険
危
る
い
で
ん

　

26

全
の
中
年

る
よ
に
災
火
く
除
を
等
殺
自
、
り
お
名
６
２
１
で
計
統
国

の）
名
２
６
２
１
（者
死

10

。
す
ま
い
て
め
占
を
％

　

　

と
る
見
を
訳
内

60

が
合
割
の
上
以
歳

96

高
に
常
非
と
％

る
い
て
着
を
類
衣
の
材
素
毛
起
や
袖
長
、）
名
１
２
１
（く

。
す
ま
り
あ
が
向
傾
る
す
加
増
が
数
件
に
期
冬

　

よ
の
ど
、
は
に
め
た
る
守
を
身
ら
か
火
着
衣
着
、
は
で

　

、
と
る
げ
挙
を
例
で
』
中
理
調
『
い
多
の
数
件
に
特

　　

い
な
か
置
を
等
料
味
調
に
辺
周
ロ
ン
コ
ス
ガ
・

　

。
す
ま
れ
ら
え
考
が
等

　

て
し
て
い
つ
が
火
に
服
衣
し
も

を
水
に
ぐ
す
、
で
の
な
難
困
は
と
こ

転
に
場
の
そ
ば
れ
け
無
が
水
、
け
か

が
と
こ
す
消
を
火
と
る
け
つ
し
押

。
す
ま
き
で

課
制
統
揮
指
局
防
消

　
　

０
０
７
０
‐
２
２
２
℡

を
意
注
も
員
隊
防
消
。
す
ま
れ
ら
え
考
も
倒
転
る
よ
に
結
凍

、
は
際
の
行
通
の
近
付
両
車
防
消
、
が
す
ま
い
て
け
掛
び
呼

課
防
警
局
防
消

　
　

１
９
８
５
‐
２
２
２
℡

意
注
に
』
火
着
衣
着
『

　

？
か
す
ま
い
思
と
る
な
に

　

径
口
、
は
さ
太
の
れ
ぞ
れ
そ

65

径
口
、）
円
大
（㎜

50

中
（㎜

径
口
、）
円

40

。
す
ま
り
な
に）
円
小
（㎜

　

る
怠
を
意
注
、
し
か
し
。
す
で
具
道
な
要
重
も
て
と
、
る
け

。
す
ま
得
り
な
も
に
物
害
障
な
険
危
と

　

ま
い
で
ん
潜
が
険
危
の
く
多
数
、
等
故
事
触
接
の
物
下
落
る

な
は
で
け
だ
険
危
の
ら
か
上
る
よ
に
ど
な
物
下
落
な
急
。
す

火
。
す
ま
い
て
れ
さ
告
報
く
多
数
は
故
事
倒
転
る
よ
に
き
ず

を
等
動
活
火
消
に
速
迅
、
は
隊
防
消
て
い
お
に
近
付
場
現
災

し
定
設
を
域
区
戒
警
に
う
よ
い
な
し
を
我
怪
が
民
住
、
い
行

て
し
倒
転
て
い
ず
ま
つ
も
で
員
隊
防
消
る
い
て
ね
重
を
練
訓

。
す
ま
り
あ
も
合
場
う
ま
し

　

付
場
現
災
火
や
場
現
災
火

難
避
へ
所
場
な
全
安
ら
か
近

て
い
着
ち
落
、
は
に
際
る
す

避
ら
が
な
し
意
注
も
に
元
足

　

離
ら
か
場
現
災
火
、
た
ま

か
車
防
消
、
も
で
所
場
た
れ

す
水
送
を
水
と
へ
車
防
消
ら

。
す
ま
い
て
れ
さ

　

険
危
む
潜
に
場
現
災
火

応急手当を行ってくださった方へ

救急隊が到着するまでの間
応急手当を行っていただき
ありがとうございました。
あなたの勇気ある行動に
心から感謝します。
　川越地区消防局



火事・救急・救助は119番

　

違
令
法
防
消
な
大
重
、
は
と
度
制
表
公
の
物
象
対
反
違

。
す
で
の
も
る
す
表
公

　

物
建
、
し
用
活
を
報
情
た
れ
さ
表
公
が
ん
さ
皆
の
民
住

識
認
る
す
対
に
全
安
火
防
、
で
と
こ
る
す
断
判
を
用
利
の

。
す
で
の
も
の
め
た
る
図
を
減
軽
の
害
被
災
火
て
め
高
を

　

報
情
信
発
の
ら
か
防
消
、
め
た
の
心
安
全
安
の
ん
さ
皆

。
い
さ
だ
く
認
確
ご
を

 

課
防
予
局
防
消

　

４
４
７
０
‐
２
２
２
℡

。
す
ま
り
ま
始
が」
度
制
表
公
の
物
象
対
反
違
「

　火災が発生した時、人命を守り、被害を最小限に抑えるために活用する設備を「消防用設備」といいます。
消防設備は、建物の居住者などが使う設備と、消防隊が使う設備に分かれていて、主な設備は次のとおりです。

建物の居住者や従業員
の方などが使う設備

消火設備 消火器・屋内消火栓設備・スプリンクラー設備など

警報設備 自動火災報知設備・非常ベル・非常放送設備など

避難設備 すべり台・避難はしご・緩降機・誘導灯など

消防隊が使う設備 連結送水管設備・連結散水設備・排煙設備・非常用コンセント設備など

　建物に居住、勤務している皆さんにお願いです。いざという時のために、皆さんのマンションや職場の
建物には、どのような消防用設備がどこに設置してあるのかを知り、その操作方法をよく理解して使用で
きるようにしておきましょう。

当消防組合の
公表制度は

平成29年４月１日
から始まります。

① 消火ポンプの起動ボタンを押します。
※ボックス内に起動ボタンがある機種もあります。

② 消火栓ボックスの扉を開けます。
③ ノズルを取り出し、ホースを全て外します。
④ 一人はホースを伸ばし、もう一人はバルブ
を握ります。

⑤ ホースが伸びたことを確認してバルブを開
け、放水を開始します。

今回は、『屋内消火栓設備』の使用方法を説明します。

屋内消火栓設備（写真は１号消火栓）

★公表される情報と項目
　○公表の対象となる建物
たくさんの方が利用する建物や、自力で
の避難が困難な方が利用する施設（飲食
店、店舗、ホテル、遊技場、映画館、病院、
社会福祉施設等）

違令法防消な大重るなと象対の表公 ○　
反の内容

消防用設備（屋内消火栓設備、スプリン
クラ―設備、自動火災報知設備）の設置
義務があるにもかかわらず未設置となっ
ている建物。
　○公表する内容
建物の名称、所在地、違反の内容

～人命を守り被害を最小限に抑えるために、【知って・使える】消防設備～

おしえて！消防用設備のこと

扉　閉 扉　開

①
②

③

⑤

④
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成
平

28

命
拝
を
長
団
防
消
市
越
川
り
よ
日
１
月
４
年

原
栗
た
し
ま
し
致

　

。
す
で
隆

　

日
て
し
ま
き
つ
に
動
活
団
防
消
、
は
に
様
皆
の
民
市

礼
御
く
厚
、
り
賜
を
力
協
ご
と
解
理
ご
い
深
、
り
よ
頃

。
す
ま
げ
あ
し
申　

て
し
心
安
で
全
安
が
様
皆
の
民
市
は
団
防
消
市
越
川

・動
活
戒
警・
応
対
害
災、
に
う
よ
る
け
だ
た
い
て
し
活
生

複
み
励
に
練
訓
種
各
ら
か
頃
日
、
め
じ
は
を
動
活
防
予

習
の
識
知
と
術
技
る
き
で
処
対
に
害
災
る
す
化
様
多
雑

。
す
ま
い
て
め
努
に
得　

り
取
を
団
防
消
に
も
と
と
化
変
の
境
環
会
社
、
年
近

に
常
非
が
保
確
の
員
団
、
し
化
変
く
き
大
も
況
状
く
巻

は
で
地
各
本
日
、
中
の
そ
。
す
ま
り
あ
に
況
状
い
し
難

発
多
が
生
発
の
害
水
る
よ
に
象
気
常
異
、
震
地
な
き
大

災
な
き
大
は
で
市
越
川
、
も
に
い
幸
。
す
ま
り
お
て
し

わ
か
る
す
生
発
つ
い
、
が
ん
せ
ま
り
お
て
し
生
発
は
害

に
団
防
消
の
様
皆
の
民
市
、
て
し
対
に
害
災
い
な
ら
か

。
す
ま
り
お　

以
は
団
防
消
市
越
川
々
我
、
中
の
況
状
な
う
よ
の
こ

。
す
ま
え
考
と
い
た
い
行
を
動
活
に
点
重
を
と
こ
の
下　

携
連
の
と
域
地
い
行
を
動
活
た
し
ざ
根
に
域
地
『
①

さ
頼
信
れ
さ
愛
に
様
皆
の
民
住
る
あ
の
力
魅
、
め
深
を

』。
す
ま
し
指
目
を
団
防
消
る
れ

　

知
る
す
対
に
災
防
の
自
各
が
り
と
ひ
人
一
員
団
『
②

よ
る
て
持
が
り
誇
と
信
自
、
り
図
を
上
向
の
術
技
や
識

』。
す
ま
め
努
に
う　

防
消
る
あ
の
力
魅
「、
は
て
い
つ
に
題
問
保
確
の
員
団

の
員
団
規
新
り
よ
に
と
こ
う
行
を
動
活
し
指
目
を
」
団

。
す
ま
し
待
期
を
団
入　

た
の
」
心
安
・
全
安
の
様
皆
の
民
市
「、
も
ら
か
れ
こ

支
ご
い
か
温
と
解
理
ご
い
深
の
方
様
皆
の
民
市
、
で
の

て
せ
さ
と
拶
挨
ご
、
げ
上
し
申
い
願
お
を
力
協
ご
・
援

。
す
ま
き
頂

加
参
に
練
訓
災
防
合
総
市
越
川

　

成
平
、
は
団
防
消
市
越
川

28
年
11
月
13

地
階
高
に
日

総
市
越
川
『
た
れ
さ
催
開
で
校
学
中
西
階
高
る
あ
に
区

、
め
じ
は
を
団
分
階
高
る
あ
で
轄
管
に
』
練
訓
災
防
合

が
員
団
性
女
、
団
分
二
第
、
団
分
原
福
、
団
分
谷
古
南

。
た
し
ま
し
加
参　

階
高
、
は
で
」
練
訓
達
伝
報
広
「
る
な
と
始
開
練
訓

。
た
し
ま
い
行
を
報
広
の
へ
民
市
て
に
車
防
消
が
団
分　

、
団
分
谷
古
南
、
団
分
階
高
、
は
で
」
練
訓
護
救
出
救
「

し
出
救
て
し
力
協
と
々
方
の
民
市
を
者
助
救
要
て
し
用

。
た
し
ま
い
行
を　

に
々
方
の
民
市
し
揮
発
を
果
成
練
訓
の
頃
日
は
員
団

。
た
し
ま
め
進
を
練
訓
て
し
力
協
ら
が
な
し
導
指　

、
団
分
谷
古
南
、
団
分
階
高
、
と
も
の
定
想
の
と
た
し

実
を
練
訓
水
放
斉
一
し
力
協
と
員
職
防
消
が
団
分
原
福

。
た
し
ま
し
施　

験
体
習
実
Ｄ
Ｅ
Ａ
、
法
生
蘇
肺
心
、
法
方
当
手
急
応
り

。
た
し
ま
き
だ
た
い
て
し
験
体
に
々
方
の
民
市
を　

用
使
Ｄ
Ｅ
Ａ
、
法
生
蘇
肺
心
ら
か
頃
日
は
員
団
性
女

。
た
し
ま
来
出
が
と
こ
る
す
導
指
に
ズ　

着
衣
火
防
。
た
し
ま
し
示
展
を
ど
な
品
備
装
の
団
防
消

て
し
験
体
に
方
の
民
市
、
様
子
お
の
く
多
、
は
験
体
用　

じ
通
を
練
訓
の
回
今
、
は
団
防
消
市
越
川

で
全
安
「

」
り
く
づ
街
な
心
安

も
ら
か
れ
こ、
め
た
る
す
現
実
を

災
「

」
立
確
の
織
組
る
あ
の
力
応
対
害

重
を
練
訓
、
け
向
に

ね

」
携
連
の
と
域
地
「

い
ま
て
し
動
活
て
し
に
切
大
を

。
す
ま
り

つ
さ
い
あ
長
団

消防団情報

川越市消防団だより 第六号
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　古谷分団（根岸分団長）は、古谷地区にて毎年１月に開催される凧揚
げ大会に参加しています。
　この行事は、体育館で地域の子供達が親子で一緒に凧を作り、校庭で
凧を揚げることで今年一年を祈願するものです。
　当日はお餅やけんちん汁が振る舞われ、毎年たくさんの地域住民の方々
が参加頂く中、防災活動の一環として防災教室を開催しており、消防職員、
古谷分団員、女性団員でＡＥＤの使い方や応急救護の方法を指導し、校
庭では梯子車乗車体験・スモークハウスの体験・起震車体験、また、子
供用に防火服着用体験も実施し、たくさんの方々に参加頂いております。
　この行事を通じ、地域住民の方々が防災への意識を高め消防活動をご理解頂き、少しでも地域防災に関わって
いければと考えております。

　福原分団（川村分団長）の消防ポンプ車が平成28年 12月に新車
両に更新されました。
　川越市消防団では全分団に火災のほか、自然災害等に対応できるよ
う、エンジンカッター、チェーンソー、簡易担架等の救出救助用機材
を装備しています。
　新車両ではこれらの装備を充分に積載できるスペースが確保され、
更に、火災時に必要なポンプも最新鋭のものが搭載されました。
　福原分団では、市民の皆様を災害から守っていけるよう、早く新車両に慣れ、使いこなせるよう操作訓練
を実施しています。

消防団情報
川越市消防団は地域に根差した活動として各地区の行事に参加しています

福原分団の消防ポンプ車が更新されました。

活躍する女性消防団員
　川越市消防団女性団員は、保育園・育成会・防災キャンプ等でオリジナル紙芝居の「ホットケーキがこげ
ちゃった」や新聞紙を使用したスリッパ作り、防災グッズ借り物競争など、体験型防火防災教室を行ってい
ます。また、高齢者の方々を対象とした防火防災教室では、「おばあちゃんに住宅用火災警報器を届けよう！」
という寸劇や「どんぐりころころ」のオリジナル替え歌「つけよう！ケイホウキの歌」の歌唱を行い、防火
防災啓発に繋げています。

消防団員のＰＲと体験型救命講習の指導を行いました。

性消防団員の、活動を支えてくれている家族、応援してくれている元団員、そして今いる仲間たちに、いき
ものがかりの「ありがとう」に手話を交えてメッセージを贈りました。
　この様に女性ならではのソフトな面を活かし、地域の安全安心を願い活動をしている私たちは、今、多く
の仲間を求めています。地域のためにできることが沢山あります。
　あなたの力が必要です。自分にできることから始めましょう。一緒に活動してくれる団員募集中です !!

私たちと一緒に消防団で活動をしてみませんか? HPもありますのでぜひご覧ください。
興味のある方は 　連絡先：川越地区消防局 総務課 消防団担当  TEL：049-222-0741

川越市消防団 検 索
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● 団長から一言 ●

消防団情報

川島町消防団だより 第六号

　平成28年８月７日、埼玉県中央防災基地（川島町上狢地内）で、第19回埼玉県消
防協会川越支部消防ポンプ操法認定審査会が行われました。
　消防ポンプ操法とは、消防ポンプ車を使って消火活動を行うための操作要領で、
迅速な消火技術の向上、士気の高揚と組織力を養い、消防活動の充実強化を図る
ことを目的とした基本訓練です。

　認定審査会では、川島町・川越市消防団の全分団が参加し、ホースを延長して
放水を行い、標的を倒すまでの所要時間を競います。「規律」「迅速な行動、チー
ムワーク」「確実な動作」「機械器具の精通と愛護」「安全性」などの総合評価に応
じて、「秀級」・「上級」・「中級」の認定を受けます。
　各分団は、選手だけでなく分団員全員が一丸となって、数ヶ月間に渡り猛暑や
悪天候の中、訓練を行い認定審査会に臨みました。

　審査は大変厳しいものでしたが、日ごろの訓練の成果を発揮し、全18個分団中、川
島町第二分団が１位、同第六分団が２位、同第三分団が３位という成績を収めました。
　また、川島町消防団６個分団全ての分団が「秀級」と認定されました。
　今後もポンプ操法同様、団員一丸となって地域防災力の向上に取り組んでまいります。

～消防ポンプ車操法認定審査会～

第五分団長　石川  貴洋
　今大会は、選手の平均年齢45歳
で挑み、各自強い覚悟を持って練
習しました。決して満足のいく結
果ではなかったですが、他の団員
に大きな勇気と感動を与えたと思
います。

第三分団長　高野  裕幸
　この度の認定審査会では、操作
員を中心に分団一丸となり、秀級
そして第三位を獲得し大変嬉しく
思っております。支えていただい
た全ての皆様に分団員一同、感謝
申し上げます。

第一分団長　中村  敏明
　今回の大会は番手が全員代わり
一新となった大会でした。一番目
という緊張の中、練習以上の成果
を出し素晴らしかったです。前回
の雪辱を果たしてくれました。団
員一丸となった大会でした。

　多くの皆様に支えられ、日ごろの訓練の成果を発揮し、好成績を収めることがで
ました。
　団員一人一人の郷土を守る熱き気持ちと、その団結力で、住民の安全・安心な暮
らしをサポートするため、さらに訓練・活動に励んで参ります。
 川島町消防団長　宮前  守

第六分団長　神田  勝美
　新しい選手で不安の中、練習を
積み重ねてきました。仕事後の慣
れない練習で、選手並びに団員全
員で一致団結して三ヶ月間頑張り
ました。本番に強い六分団を発揮
出来たと思います。

第四分団長　稲毛  辰則
　全19回すべてで秀級を獲得出来
ました。これもOB・家族・地域の
皆様、たくさんの方のご協力のお
陰と感謝しております。今後も第
四分団一丸となって精進して行き
たいと思います。

第二分団長　兼本  雅浩
　五月より週三日練習を重ねてきまし
た。不安が残っていましたが、当日は
選手一丸となり、力を発揮し優勝でき
ました。辛い練習に耐えた選手・サポー
トしてくれた団員を誇りに思います。そ
して二分団員家族に感謝しています。

● 分団長から一言 ●

一致団結（第二分団）

操作はじめ（第二分団）
放水（第二分団）
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○平成28年第４回臨時会（平成28年12月27日開会）管理者提出議案
件　　　名 結　果

議案第17号 川越地区消防組合消防職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を定めることについて 原案可決

川越地区消防組合議会が開催されました。

川越地区消防組合定例表彰式
消防音楽隊第12回定期演奏会
ウェスタ川越で定例表彰式と消防音楽隊
定期演奏会を開催します。（入場無料）
開催日　平成29年３月５日（日）
●川越地区消防組合定例表彰式
　開式時間　午後１時
　閉式時間　午後２時15分（予定）
　管理者（川越市長）表彰、消防団長表彰
●川越地区消防組合消防音楽隊
　第12回定期演奏会
　開演時間　午後２時40分
　閉演時間　午後４時（予定）

ぜひ、この機会に消防音楽隊の演奏をお
聴きください。
消防局総務課
　℡２２２‐０７４１

ポジタイプ ネガタイプ

＊比率（％）の合計は、端数処理の関係で100％とならない場合があります。「0.0」は、該当数値はあるが表示単位未満のものです。

平成27年度決算 消防局総務課 TEL222-0741　

歳入

歳出

負担金（消防行政を運営するのに必要な負担金（組合を構成する川越市・川島町からの負担金）） 4,657,795,176 円（95.0％）
使用料及び手数料（消防関係検査等の手数料等） 6,030,031 円（  0.1％）
財産収入（基金運用の利子等） 681,609 円（  0.0％）
繰越金（前年度から持ち越されたお金のこと） 139,579,799 円（  2.8％）
諸収入（受託収入等の他の収入科目に含まれないもの） 23,996,996 円（  0.5％）
組合債（金融機関等からの借入金） 56,100,000 円（  1.1％）
国庫支出金（一定の事業に使いみちを特定して国から交付されるもの） 20,090,000 円（  0.4％）
歳入合計 4,904,273,581円（100％）　 

議会費（議員報酬等の議会運営費） 4,844,785 円（  0.1％）
総務費（組合管理者・公平委員・監査委員等の特別職の報酬等の経費） 3,163,616 円（  0.1%）
消防費（消防・救急等に必要な経費及び消防施設の建設費等） 4,443,759,790 円（92.6％）
公債費（借入金の元金、利子の返済のための経費） 346,409,813 円（  7.2％）
歳出合計 4,798,178,004円（100％）　 


